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和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
の
列
女
伝
図
黒
田
彰
口
絵
（
１
｜
42
）
一
、
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
の
列
女
伝
図
に
つ
い
て
二
、
中
室
西
、
北
壁
三
層
の
列
女
伝
図
１
、
西
壁
三
層
の
列
女
伝
図
（
１
｜
９
）
２
、
北
壁
三
層
の
列
女
伝
図
（
10
｜
18
）
三
、
中
室
西
、
北
壁
四
層
の
列
女
伝
図
１
、
西
壁
四
層
の
列
女
伝
図
（
19
｜
28
）
２
、
北
壁
四
層
の
列
女
伝
図
（
29
｜
35
）﹇
以
下
、
本
誌
所
収
﹈
四
、
中
室
南
壁
の
列
女
伝
図
（
36
｜
42
）
小
稿
は
、
一
九
七
一
年
に
発
見
さ
れ
た
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
の
中
室
に
描
か
れ
た
、
列
女
伝
図
全
四
十
二
図
を
紹
介
、
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
墓
に
漢
代
の
列
女
伝
図
が
現
存
す
る
こ
と
は
、
発
掘
当
初
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
全
容
は
、
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
当
墓
の
列
女
伝
図
は
、
有
名
な
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
の
そ
れ
に
匹
敵
な
い
し
、
そ
れ
を
越
え
る
文
学
史
、
美
術
史
的
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
極
め
て
残
念
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
般
、
私
を
含
む
幼
学
の
会
は
、
幸
い
な
こ
と
に
、
当
墓
を
管
理
す
る
内
蒙
古
文
物
考
古
研
究
所
と
、
当
墓
の
共
同
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
小
稿
は
、
そ
の
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、
内
蒙
古
文
物
考
古
研
究
所
か
ら
提
供
さ
れ
た
、
列
女
伝
図
の
図
像
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
始
め
て
本
格
的
に
紹
介
、
報
告
す
る
。
さ
て
、
小
稿
の
全
体
は
、
上
掲
の
目
次
に
示
す
如
く
、
四
章
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公
刊
に
際
す
る
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
一
、
二
（
１
｜
18
）
を
本
誌
15
号
（
平
成
20
年
11
月
）
に
、
三
１
（
19
｜
28
）
を
佛
教
大
学
『
文
学
部
論
集
』
94
号
（
平
成
22
年
３
月
）
に
分
載
し
た
。
本
誌
に
掲
載
す
る
の
は
、
三
２
及
び
、
四
（
29
｜
42
）
に
当
た
り
、
小
稿
分
載
の
最
終
分
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
誌
15
号
に
一
括
掲
載
し
た
カ
ラ
ー
口
絵
１
｜
43
に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
37
、
38
二
図
を
一
図
と
解
釈
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
37
、
38
を
一
図
の
口
絵
37
と
し
て
掲
げ
直
し
、
39
｜
43
の
番
号
を
一
つ
ず
つ
前
へ
ず
ら
し
て
、
38
｜
42
と
改
め
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。
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（
三
、
中
室
西
、
北
壁
の
列
女
伝
図
）
２
、
北
壁
四
層
の
列
女
伝
図
（
29
｜
35
）
29
楚
昭
貞
姜
図
（
口
絵
29
）
榜
題
「
楚
昭
貞
姜
」
本
図
は
、
北
壁
四
層
の
最
初
の
列
女
伝
図
で
あ
る
。
本
図
か
ら
列
女
伝
巻
四
貞
順
伝
の
図
が
、
二
図
続
く
。
ま
た
、
本
図
か
ら
三
図
、
水
災
と
火
災
と
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
劇
的
な
場
面
が
続
き
、
画
幅
が
こ
れ
ま
で
よ
り
広
く
取
ら
れ
、
使
者
な
ど
複
数
の
人
が
登
場
し
、
建
物
等
も
描
か
れ
た
、
特
徴
的
な
画
面
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
こ
れ
ま
で
、
西
壁
四
層
始
め
の
19
魯
秋
潔
婦
図
（
図
四
十
五
、
口
絵
19
）
に
し
か
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
図
七
十
二
に
、
当
墓
の
楚
昭
貞
姜
図
を
掲
げ
る
。
榜
題
四
字
目
の
「
姜
」
字
は
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
図
は
、
列
女
伝
巻
四
貞
順
伝
10
楚
昭
貞
姜
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
楚
昭
貞
姜
梗
概
貞
姜
と
い
う
女
性
は
、
斉
侯
の
女
で
、
楚
昭
王
の
夫
人
で
あ
る
。
或
る
時
、
昭
王
が
出
遊
し
、
夫
人
を
漸ぜん
台だい
（
水
上
の
楼
台
）
に
留
め
置
い
て
去
っ
て
し
ま
う
。
王
は
、
折
し
も
揚
子
江
（
長
江
）
の
水
が
溢
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れ
、
間
も
な
く
大
き
な
洪
水
が
漸
台
を
襲
う
こ
と
を
聞
い
て
、
急
ぎ
使
者
を
遣
し
、
夫
人
を
迎
え
取
ろ
う
と
す
る
が
、
そ
の
使
者
に
王
使
の
割わり
符ふ
を
持
た
せ
忘
れ
て
し
ま
う
。
使
者
が
漸
台
に
到
着
し
、
夫
人
に
台
を
出
る
よ
う
に
求
め
る
が
、
夫
人
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
王
と
の
約
束
に
よ
り
、
王
が
宮
女
を
召
さ
れ
る
際
に
は
、
必
ず
割
符
を
用
い
る
決
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
な
た
は
今
そ
の
割
符
を
持
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
決
ま
り
の
通
り
、
私
は
こ
こ
を
出
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
。
使
者
が
、「
今
に
も
大
洪
水
が
こ
こ
に
押
し
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
割
符
を
取
り
に
戻
る
暇
は
な
い
」
と
言
う
と
、
夫
人
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
私
は
、
貞
女
の
義
は
約
束
に
従
い
、
勇
士
は
死
を
恐
れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
私
に
出
来
る
こ
と
は
、
貞
女
と
し
て
の
節
操
を
守
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
あ
な
た
に
従
っ
て
こ
こ
を
出
る
な
ら
ば
、
生
き
残
る
こ
と
が
出
来
よ
う
し
、
こ
こ
に
留
ま
る
な
ら
ば
、
必
ず
死
ぬ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
私
に
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
貞
女
の
義
を
仮
の
も
の
と
し
、
一
時
に
せ
よ
約
束
に
背
い
て
、
自
分
の
生
命
だ
け
を
考
え
る
こ
と
は
、
ま
た
、
貞
女
の
義
を
全
う
し
、
こ
こ
で
死
ぬ
こ
と
に
較
べ
て
、
到
底
及
ば
な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」
と
。
使
者
は
已
む
な
く
割
符
を
取
り
に
戻
り
、
再
び
漸
台
に
赴
く
が
、
既
に
漸
台
は
洪
水
に
呑
ま
れ
て
崩
解
し
た
後
で
、
夫
人
も
水
に
流
さ
れ
死
亡
し
て
い
た
。
楚
昭
王
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
あ
あ
、
夫
人
は
貞
女
の
義
を
守
り
節
操
に
身
を
捧
げ
て
、
仮かり
初そめ
の
生
命
を
求
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
約
束
に
お
け
る
信
を
貫
く
こ
と
で
、
見
事
に
貞
を
成
し
遂
げ
た
」
と
。
そ
し
て
、
昭
王
は
夫
人
に
対
し
、
貞
姜
と
い
う
尊
号
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
右
向
き
に
立
つ
楚
昭
貞
姜
と
、
左
を
向
い
て
立
つ
使
者
を
描
く
。
そ
の
使
者
は
、
何
か
を
捧
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
図
は
、
漸
台
に
お
い
て
、
台
を
去
る
よ
う
、
求
め
る
使
者
と
貞
姜
と
が
、
対
話
す
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
図
七
十
三
は
、
武
梁
祠
三
、
二
石
に
亙
る
（
第
一
層
）
楚
昭
貞
姜
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
榜
題
「
楚
昭
貞
姜
」「
使
者
」）。
屋
内
（
漸
台
で
あ
ろ
う
）
に
坐
す
る
貞
姜
（
右
端
に
二
人
の
従
者
左
は
便
面
図七十三 楚昭貞姜図
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と
呼
ば
れ
る
扇
を
持
つ
、
貞
姜
の
左
に
一
人
の
従
者
が
立
つ
）、
左
端
に
を
持
っ
て
跪
く
使
者
を
描
い
て
い
る
。
本
図
に
対
し
、
貞
姜
と
使
者
の
左
右
が
入
れ
替
わ
る
が
、
貞
姜
と
使
者
と
が
対
話
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
点
、
両
図
が
同
じ
構
図
を
有
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
図
七
十
四
は
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
榜
題
「
符
使
者
」「
漸
台
」。
貞
姜
の
そ
れ
を
脱
落
さ
せ
る
か
）。
そ
れ
は
貞
姜
の
腰
掛
け
る
姿
で
は
あ
る
が
（
推
し
寄
せ
る
水
な
ど
は
、
後
か
ら
描
き
加
え
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
）、
両
図
の
構
図
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
、
中
で
も
、
本
図
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
図
七
十
四
の
使
者
の
榜
題
が
「
符
使
者
」
と
さ
れ
、
本
図
の
使
者
も
何
か
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
。
30
宋
恭
伯
姫
図
（
口
絵
30
）
榜
題
図
七
十
五
は
、
当
墓
の
宋
恭
伯
姫
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
榜
題
は
読
み
取
り
難
い
が
、
前
述
の
如
く
、
前
後
の
並
び
や
特
徴
的
な
図
柄
な
ど
か
ら
、
火
災
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
宋
恭
伯
姫
図
と
推
定
さ
れ
る
図
像
で
あ
る
。
本
図
の
基
づ
い
た
で
あ
ろ
う
列
女
伝
巻
四
・
２
宋
恭
伯
姫
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
宋
恭
伯
姫
梗
概
伯
姫
と
い
う
の
は
、
魯
宣
公
の
女
で
、
成
公
の
妹
に
当
た
る
。
そ
の
母
親
を
びゆう
姜きよう
と
言
う
。
折
か
ら
伯
姫
を
宋
恭
公
に
嫁
が
せ
よ
う
と
し
た
が
、
恭
公
は
親しん
迎げい
（
結
婚
の
六
礼
の
第
六
。
婿
が
親みずから
嫁
の
実
家
へ
行
き
、
迎
え
の
挨
拶
を
述
べ
る
儀
式
）
の
礼
を
執
ろ
う
と
し
な
い
。
伯
姫
は
、
そ
の
振
舞
を
気
に
し
た
が
、
親
に
強
制
さ
れ
て
仕
方
な
く
、
宋
恭
公
の
許
へ
と
赴
く
。
伯
姫
が
宋
に
入
り
、
三
月
の
廟
びよう
見けん
を
経
て
、
夫
婦
の
道
を
行
う
筈
が
、
伯
姫
は
、
先
に
恭
公
の
親
迎
し
な
か
っ
た
こ
と
を
楯
に
取
り
、
ど
う
し
て
も
恭
公
の
命
令
を
聴
こ
う
と
は
し
な
い
。
困
り
果
て
た
宋
恭
公
の
臣
下
が
、
事
情
を
魯
に
告
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げ
た
の
で
、
魯
は
大
夫
の
季
文
子
を
宋
へ
遣
し
、
伯
姫
に
訓
戒
さ
せ
る
。
魯
成
公
と
姜
は
、
そ
の
季
文
子
の
働
き
を
心
か
ら
労ねぎらっ
た
。
伯
姫
が
宋
に
嫁
し
て
七
年
後
、
恭
公
が
亡
く
な
り
、
伯
姫
は
寡
婦
の
身
と
な
っ
た
。
景
公
の
代
に
入
っ
て
、
伯
姫
は
夜
火
事
に
見
舞
わ
れ
る
。
左
右
の
者
が
、「
直
ち
に
こ
こ
を
避
難
さ
れ
よ
」
と
言
う
と
、
伯
姫
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
婦
人
の
義
に
あ
っ
て
、
保
母
と
傅ふ
母ぼ
（
共
に
、
貴
人
の
娘
の
養
育
に
当
た
る
守
役
）
と
が
い
な
け
れ
ば
、
夜
間
に
堂
を
下
り
る
こ
と
は
な
い
。
保
母
、
傅
母
は
何
処
に
い
る
の
か
」
と
。
や
が
て
保
母
は
来
た
が
、
傅
母
が
来
な
い
。
回
り
の
者
が
、
「
直
ぐ
に
こ
こ
を
退
出
さ
れ
よ
」
と
言
う
と
、
伯
姫
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
婦
人
の
義
に
あ
っ
て
、
傅
母
が
い
な
け
れ
ば
、
夜
間
に
堂
を
下
り
る
こ
と
は
な
い
。
義
を
仮かり
初そめ
の
も
の
と
し
、
生
命
の
み
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
義
を
守
っ
て
死
ぬ
こ
と
に
較
べ
、
遥
か
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
」
と
。
か
く
て
伯
姫
は
、
火
に
巻
か
れ
て
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
春
秋
（
穀
梁
伝
）
に
は
、
そ
の
こ
と
を
詳
し
く
記
し
、
「
伯
姫
を
賢
女
と
す
る
」
と
述
べ
て
、「
婦
人
と
い
う
も
の
は
、
貞
順
を
指
針
と
し
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。
伯
姫
は
婦
道
を
尽
く
し
た
」
と
評
し
て
い
る
。
さ
て
、
伯
姫
の
死
を
聞
い
た
諸
侯
は
皆
、
深
く
悲
し
ん
で
、
死
者
を
甦
ら
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
財
産
は
復
興
出
来
る
の
で
、
せん
淵えん
（
河
北
省
）
に
集
ま
っ
て
、
火
災
に
よ
る
宋
の
損
失
を
、
補ほ
塡てん
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
春
秋
は
そ
の
こ
と
を
褒
め
て
い
る
。
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本
図
の
特
徴
は
、
画
面
中
央
の
宋
恭
伯
姫
の
周
囲
に
建
物
が
描
か
れ
、
就
中
、
伯
姫
の
上
に
画
か
れ
た
黒
い
屋
根
の
下
、
ま
た
、
赤
い
線
で
画
か
れ
た
床
の
下
か
ら
、
炎
が
吹
き
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
水
災
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
、
左
の
29
楚
昭
貞
姜
図
に
続
く
本
図
が
、
同
様
に
火
災
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
伯
姫
は
、
そ
の
炎
上
す
る
建
物
の
中
に
、
右
を
向
い
て
坐
っ
て
い
る
。
伯
姫
の
右
、
建
物
の
外
側
に
、
伯
姫
の
方
を
向
い
て
立
つ
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
伯
姫
を
迎
え
に
来
た
保
母
で
あ
り
、
火
難
に
見
舞
わ
れ
た
屋
敷
を
退
出
す
る
よ
う
、
伯
姫
に
勧
め
て
い
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
図
は
目
下
、
伝
顧
愷
之
筆
摸
刊
の
図
を
例
外
と
し
て
、
他
に
類
例
を
見
な
い
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
、
列
女
伝
図
研
究
史
上
、
非
常
に
貴
重
且
つ
、
重
要
な
注
目
す
べ
き
資
料
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
図
七
十
六
に
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
を
掲
げ
る
（
榜
題
「
宋
恭
伯
姫
」「
保
母
」）。
図
七
十
六
は
、
右
に
、
炎
上
す
る
建
物
の
中
に
坐
る
伯
姫
、
左
に
、
伯
姫
の
方
を
向
い
て
立
つ
保
母
を
描
い
て
い
る
。
図
七
十
六
と
本
図
と
は
、
左
右
が
反
転
し
て
い
る
が
、
炎
に
包
ま
れ
た
館
に
坐
る
伯
姫
の
状
態
や
、
対
す
る
保
母
の
様
子
な
ど
、
例
え
ば
前
述
、
魯
秋
潔
婦
図
（
図
四
十
五
）、
楚
昭
貞
姜
図
（
図
七
十
二
）
の
場
合
と
同
様
或
い
は
、
よ
り
明
確
に
、
両
図
の
構
図
の
殆
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
、
看
て
取
ら
れ
る
こ
と
に
改
め
て
注
目
し
た
い
。
即
ち
、
本
図
と
図
七
十
六
と
の
密
接
な
図
像
的
関
連
は
、
顧
愷
之
の
列
女
伝
宋
恭
伯
姫
図
が
、
漢
代
の
列
女
伝
図
か
ら
そ
の
構
図
を
借
り
、
踏
襲
し
た
事
実
を
、
ほ
ぼ
疑
問
の
余
地
な
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
美
術
史
に
お
け
る
、
顧
愷
之
の
画
風
の
成
立
に
新
た
な
視
点
を
切
り
拓
く
、
大
変
重
要
な
具
体
的
新
事
実
を
齎
す
も
の
で
あ
り
、
一
方
に
お
い
て
、
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
の
列
女
伝
図
に
つ
い
て
の
美
術
史
的
、
文
学
的
再
評
価
を
、
改
め
て
要
請
せ
ず
に
は
お
か
な
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
31
梁
節
姑
姉
図
（
口
絵
31
）
図七十六 宋恭伯姫図（伝顧愷之筆摸刊）
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榜
題
「
梁
節
」
本
図
か
ら
再
度
、
列
女
伝
巻
五
節
義
伝
の
図
と
な
る
。
話
数
が
続
く
32
魯
孝
義
保
（
巻
五
・
１
）
以
下
と
転
倒
す
る
の
は
（
本
図
は
巻
五
・
12
）、
火
災
の
モ
チ
ー
フ
を
共
有
す
る
本
図
を
、
左
の
宋
恭
伯
姫
図
と
隣
接
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
当
墓
西
壁
四
層
が
、
巻
五
・
９
魯
秋
潔
婦
、
10
周
主
忠
妾
以
下
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
図
七
十
七
に
、
当
墓
の
梁
節
姑
姉
図
を
掲
げ
る
（
姑
姉
は
、
父
の
姉
で
、
伯
母
の
こ
と
。
姑
妹
が
正
し
い
が
、
節
姑
姉
が
尊
号
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
く
称
す
る
）。
榜
題
は
、
屋
根
の
左
の
梁
字
以
外
は
、
そ
の
下
に
纔
か
な
残
画
を
留
め
る
の
み
で
あ
る
。
本
図
の
典
拠
と
な
っ
た
列
女
伝
巻
五
・
12
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
梁
節
姑
姉
梗
概
梁
の
節
姑
姉
と
い
う
の
は
、
梁
（
河
南
省
）
の
婦
人
の
こ
と
で
あ
る
。
折
し
も
婦
人
の
家
が
火
事
に
な
る
。
家
の
中
に
は
ま
だ
、
兄
の
子
と
自
分
の
子
が
い
る
。
婦
人
は
、
兄
の
子
を
助
け
よ
う
と
し
て
火
中
に
入
る
が
、
我
が
子
を
救
出
し
て
し
ま
い
、
兄
の
子
が
救
出
出
来
な
い
。
そ
の
間
に
家
全
体
が
炎
に
包
ま
れ
、
再
び
中
に
入
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
と
な
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
婦
人
は
進
ん
で
火
中
に
入
ろ
う
と
す
る
の
で
、
友
人
が
婦
人
を
引
き
留
め
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
あ
な
た
は
そ
も
そ
も
、
兄
の
子
を
助
け
出
そ
う
と
し
て
火
中
に
入
図七十七 梁節姑姉図
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り
、
結
果
と
し
て
、
偶たまた々ま
自
分
の
子
供
を
助
け
出
し
て
し
ま
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
は
こ
れ
以
上
、
心
中
に
あ
れ
こ
れ
思
い
悩
む
必
要
は
な
い
」
と
。
す
る
と
、
婦
人
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
こ
の
広
い
梁
国
で
、
ど
う
し
て
そ
の
こ
と
を
一
戸
一
戸
に
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
な
ど
出
来
よ
う
か
。
ま
た
、
私
は
、
我
が
子
を
助
け
て
兄
の
子
を
見
殺
し
に
し
た
、
不
義
の
名
を
冠かぶ
せ
ら
れ
、
一
体
ど
の
よ
う
な
面
目
が
あ
っ
て
、
兄
弟
や
国
人
に
、
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
よ
う
か
。
ま
た
、
私
に
は
、
助
け
出
し
て
し
ま
っ
た
我
が
子
を
再
度
、
火
中
に
投
じ
た
い
と
い
う
気
持
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
子
供
に
対
す
る
母
親
の
愛
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
大
勢
を
背
負
っ
て
生
き
続
け
る
こ
と
は
、
私
に
は
、
と
て
も
出
来
そ
う
に
な
い
」
と
。
か
く
て
、
婦
人
は
火
中
へ
と
赴
き
、
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
画
面
中
央
に
家
屋
を
描
く
点
、
図
七
十
五
の
宋
恭
伯
姫
図
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
本
図
の
屋
根
は
、
線
で
丁
寧
に
画
か
れ
て
い
る
。
屋
根
の
下
か
ら
炎
が
吹
き
出
し
、
火
事
を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
も
共
通
す
る
。
建
物
の
右
か
ら
屋
内
へ
入
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
梁
節
姑
姉
で
あ
る
。
顔
は
や
や
上
向
き
に
真
っ
直
、
左
を
向
き
、
右
手
は
屋
中
に
入
っ
て
い
る
。
右
足
が
建
物
に
掛
か
り
、
そ
の
裳
裾
が
建
物
か
ら
斜
め
右
下
へ
と
、
長
く
引
か
れ
て
い
る
。
左
方
に
一
人
の
女
性
が
立
ち
、
梁
節
姑
姉
の
左
手
を
摑
ん
で
い
る
。
屋
内
中
央
に
は
、
発
掘
当
初
か
ら
の
剥
落
が
あ
っ
て
、
確
認
し
に
く
い
が
、
剥
落
の
下
に
小
さ
な
人
物
の
描
か
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
逃
げ
遅
れ
た
兄
の
子
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
建
物
の
左
に
も
一
人
の
人
物
が
左
を
向
い
て
立
っ
て
お
り
、
壺
を
捧
げ
て
い
る
よ
う
で
、
消
火
活
動
を
表
わ
す
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
図
は
、
炎
上
す
る
建
物
へ
再
度
赴
き
、
兄
の
子
を
助
け
よ
う
と
す
る
梁
節
姑
姉
と
、
そ
れ
を
引
き
止
め
よ
う
と
す
る
友
人
を
、
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
図
七
十
八
に
掲
げ
る
の
は
、
武
梁
祠
二
石
一
層
に
描
か
れ
た
、
梁
節
姑
姉
図
で
あ
る
（
榜
題
「
長
婦
児
」「
梁
節
姑
姉
」「
求
者
」、「
姑
姉
児
」、
題
記
「
姑
姉
其
室
失
火
、
取
兄
子
往
、
取
其
子
、
赴
火
如
亡
、
示
其
誠
也
」。
長
婦
は
、
兄
嫁
、
求きゆう
は
、
救
に
通
じ
、
救
う
意
）。
こ
の
図
七
十
八
は
、
本
図
の
左
右
を
丁
度
、
反
転
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
左
足
が
建
物
に
掛
か
り
、
右
足
は 図七十八 梁節姑姉図
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遠
く
左
方
へ
引
か
れ
て
い
る
。
左
手
と
顔
は
、
屋
中
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
右
手
を
、
一
人
の
女
性
（「
求
者
」）
が
摑
ん
で
引
っ
張
っ
て
い
る
。
屋
内
右
下
に
腰
を
突
い
て
、
左
手
で
体
を
支
え
、
梁
節
姑
姉
の
方
へ
右
手
を
差
し
延
べ
て
い
る
の
が
、
兄
の
子
で
あ
る
。
ま
た
、
画
面
左
端
の
二
行
題
記
の
上
に
、
二
人
の
小
人
が
描
か
れ
、
上
欄
に
「
姑
姉
児
」
と
榜
題
さ
れ
て
い
る
の
は
、
始
め
に
火
中
か
ら
救
い
出
し
て
し
ま
っ
た
、
梁
節
姑
姉
の
子
供
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
芸
文
類
聚
八
〇
火
部
火
所
引
列
女
伝
に
、「
兄
子
与
二
子
在
内
」
な
ど
と
あ
る
）。
興
味
深
い
の
が
、
図
七
十
八
に
は
本
図
と
酷
似
す
る
屋
根
が
描
か
れ
、
そ
の
軒
か
ら
吹
き
上
が
る
火
災
が
や
は
り
、
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
容
庚
氏
注
前
掲
『
漢
武
梁
祠
画
像
考
釈
』
に
、「
火
当
屋
下
垂
」
14
丁
裏
と
言
わ
れ
る
）。
こ
れ
ら
の
図
柄
か
ら
、
図
七
十
八
も
本
図
と
同
様
、
再
度
火
中
へ
赴
こ
う
と
す
る
梁
節
姑
姉
を
、
そ
の
友
人
が
引
き
止
め
よ
う
と
す
る
場
面
を
、
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
図
と
図
七
十
八
と
は
余
り
に
も
そ
の
構
図
が
近
し
い
こ
と
か
ら
、
両
図
に
共
通
す
る
、
漢
代
列
女
伝
図
の
粉
本
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
確
実
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
図
七
十
九
に
掲
げ
る
の
は
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
で
あ
る
（
榜
題
「
隣
婦
」「
梁
節
姑
姉
」）。
図
七
十
九
を
見
る
と
、
梁
節
姑
姉
と
友
人
（「
隣
婦
」）
と
が
離
れ
た
形
で
は
あ
る
が
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
の
構
図
は
、
本
図
と
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
屋
根
の
下
か
ら
炎
の
吹
き
出
し
て
い
る
点
も
、
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
、
図
七
十
九
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
図
七
十
八
の
左
上
に
描
か
れ
て
い
た
子
供
が
、
空
い
た
梁
節
姑
姉
と
友
人
と
の
間
に
移
さ
れ
て
い
る
。
図
七
十
九
の
摸
刊
図
も
、
顧
愷
之
の
梁
節
姑
姉
図
が
、
漢
代
の
そ
の
構
図
を
ほ
ぼ
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
、
物
語
る
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
32
魯
孝
義
保
図
（
口
絵
32
）
榜
題
「
保
」
図
八
十
に
、
当
墓
の
魯
孝
義
保
図
を
掲
げ
る
。
北
壁
四
層
の
列
女
図七十九 梁節姑姉図（伝顧愷之筆摸刊）
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伝
図
は
、
本
図
か
ら
再
び
一
女
一
図
の
形
式
に
戻
る
。
そ
れ
が
終
り
ま
で
四
図
続
く
（
32
魯
孝
義
保
図
｜
35
代
趙
夫
人
図
）。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
四
図
は
目
下
、
い
ず
れ
も
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
以
外
に
類
例
の
見
当
た
ら
な
い
、
貴
重
な
列
女
伝
図
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
本
図
の
前
の
梁
節
姑
姉
図
が
、
列
女
伝
巻
五
・
12
に
相
当
し
て
い
た
の
に
対
し
、
本
図
か
ら
列
女
伝
巻
五
・
１
以
下
へ
戻
る
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
本
図
の
榜
題
の
上
の
三
字
は
、
発
掘
当
初
か
ら
の
薄
れ
と
剥
落
に
よ
り
、
判
読
し
難
い
状
況
に
あ
る
。
本
図
の
基
と
な
っ
た
列
女
伝
巻
五
・
１
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
魯
孝
義
保
梗
概
孝
義
保
と
い
う
女
性
は
、
魯
孝
公
称
の
保
母
で
、
ぞう
氏し
の
寡
婦
で
あ
る
。
始
め
、
孝
公
の
父
の
武
公
は
、
長
男
括かつ
、
次
男
戯
を
伴
っ
て
、
周
宣
王
に
朝
し
た
。
宣
王
は
、
戯
を
立
て
て
魯
の
太
子
と
す
る
。
や
が
て
武
公
が
亡
く
な
り
、
戯
が
魯
の
君
主
と
な
る
。
こ
れ
が
い
公こう
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
孝
公
は
ま
だ
公
子
称
と
呼
ば
れ
、
年
が
最
も
若
か
っ
た
。
義
保
は
、
自
ら
の
子
と
共
に
公
子
の
宮
中
に
入
り
、
公
子
称
の
養
育
に
当
た
っ
た
が
、
折
し
も
括
の
子
の
伯
御
が
、
魯
の
国
人
と
謀
っ
て
乱
を
起
こ
し
、
公
を
攻
め
殺
し
て
、
自
ら
魯
君
と
な
っ
た
。
伯
御
は
、
公
子
称
を
そ
の
宮
中
に
捜
し
求
め
、
殺
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
。
一
方
、
義
保
は
、
伯
御
が
称
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
我
が
子
に
称
の
衣
服
を
着
せ
、
称
の
寝
室
で
眠
ら
せ
て
お
く
。
伯
御
は
、
称
の
格
好
を
し
た
子
供
を
見
付
け
、
そ
の
子
を
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
の
隙
に
、
義
保
は
称
を
抱
い
て
、
宮
中
か
ら
脱
出
す
る
。
宮
の
外
で
、
義
保
は
、
称
の
舅しゆうと（
母
親
の
兄
弟
）
に
当
た
る
、
魯
の
大
夫
と
出
合
う
。
舅
が
、「
称
は
死
ん
だ
の
か
」
と
問
う
と
、
義
保
は
、「
い
や
、
無
事
で
こ
こ
に
お
ら
れ
る
」
と
答
え
る
。
舅
が
驚
い
て
、「
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
、
あ
の
窮
地
を
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
」
と
聞
く
と
、
義
保
は
、「
我
が
子
を
公
子
の
身
代
わ
り
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
」
と
言
う
。
か
く
て
、
義
保
は
公
子
称
と
共
に
、
伯
御
の
手
を
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
十
一
年
が
経
過
し
て
、
魯
の
大
夫
は
皆
、
公
子
称
が
無
事
、
図八十 魯孝義保図
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義
保
の
許
で
養
育
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
で
、
魯
の
大
夫
達
は
、
周
の
天
子
に
請
う
て
伯
御
を
処
刑
し
、
代
わ
っ
て
称
を
魯
の
君
主
に
立
て
た
。
こ
れ
が
魯
孝
公
で
あ
る
。
魯
の
人
々
は
、
保
母
の
示
し
た
義
の
高
い
こ
と
を
称
賛
し
、
こ
れ
を
義
保
と
呼
ん
だ
。
論
語
に
、「
六
尺
の
孤
（
父
が
早
く
死
に
、
幼
少
で
即
位
し
た
、
孤
児
の
君
主
）
を
託
す
こ
と
が
出
来
る
」（
泰
伯
）
と
あ
る
の
は
、
こ
の
義
保
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
話
に
登
場
す
る
、
保
母
に
命
を
救
わ
れ
た
魯
孝
公
に
関
連
す
る
、
簡
単
な
系
図
を
示
そ
う
。
括
伯
御
魯
武
公
戯
（
公
）
称
（
孝
公
）
本
図
は
、
左
向
き
に
立
つ
魯
孝
義
保
を
描
い
た
も
の
で
、
顔
の
表
情
な
ど
が
よ
く
残
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
破
損
、
薄
れ
が
あ
っ
て
見
に
く
い
が
、
魯
孝
義
保
は
公
子
称
（
孝
公
）
を
抱
い
て
い
る
ら
し
く
、
胸
の
左
の
辺
り
に
そ
の
痕
跡
が
確
認
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。
本
図
に
お
け
る
、
そ
の
よ
う
な
図
様
を
推
測
さ
せ
る
の
が
、
次
に
掲
げ
る
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
な
の
で
あ
る
。
図
八
十
一
に
、
伝
顧
愷
之
筆
摸
刊
の
魯
孝
義
保
図
を
示
す
（
榜
題
「
孝
義
保
」「
公
子
称
」「
括
子
御
」「
孝
義
保
子
」）。
図
八
十
一
は
、
画
面
右
に
、
称
を
抱
い
て
逃
げ
る
魯
孝
義
保
、
左
に
、
剣
を
握
っ
て
称
を
殺
そ
う
と
す
る
伯
御
と
、
魯
孝
義
保
の
子
供
を
描
い
て
い
る
。
図
八
十
一
右
の
魯
孝
義
保
は
、
本
図
の
逆
を
向
い
て
い
る
が
、
唯
一
そ
の
古
い
作
例
で
あ
る
本
図
は
、
そ
の
源
流
に
当
た
る
も
の
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
遺
品
で
あ
る
こ
と
が
間
違
い
な
い
。
33
楚
昭
越
姫
図
（
口
絵
33
）
榜
題
「
楚
昭
越
姫
」
図
八
十
二
に
示
す
の
は
、
当
墓
の
楚
昭
越
姫
図
で
あ
る
。
本
図
と
次
図
（
34
蓋
将
之
妻
図
）
の
両
図
は
、
共
に
右
を
振
り
返
る
形
、
対
す
る
次
々
図
（
35
代
趙
夫
人
図
）
が
そ
れ
を
受
け
て
、
左
向
き
と
な
っ
て
い
る
。
本
図
の
基
と
な
っ
た
列
女
伝
巻
五
・
４
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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楚
昭
越
姫
梗
概
楚そ
昭しよう
越えつ
姫き
と
い
う
の
は
、
越えつ
王おう
句こう
践せん
の
女
で
、
楚
昭
王
の
姫
妾
きしよう
の
こ
と
で
あ
る
。
或
る
時
、
昭
王
が
宴
遊
す
る
と
、
常
の
如
く
蔡さい
姫き
が
左
に
、
越
姫
が
右
に
並
ん
で
先
に
進
む
。
王
は
四
頭
立
て
の
馬
車
を
駆
り
、
そ
れ
を
追
う
。
か
く
て
、
王
の
車
列
は
附ふ
社しや
の
台
に
登
り
、
雲うん
夢ぼう
（
湖
北
省
）
の
苑
を
見
下
ろ
す
と
、
後
か
ら
士
大
夫
の
追
っ
て
来
る
の
が
見
え
る
。
王
は
、
悦
び
の
内
に
二
姫
を
顧
み
て
、「
楽
し
い
か
」
と
問
う
。
蔡
姫
が
、「
楽
し
い
」
と
答
え
る
と
、
王
は
、「
私
の
願
い
は
、
あ
な
た
と
共
に
こ
の
よ
う
に
生
き
、
ま
た
、
共
に
死
ぬ
こ
と
で
あ
る
」
と
言
う
。
蔡
姫
は
、「
無
論
の
こ
と
、
私
の
願
い
は
、
王
と
共
に
生
き
て
楽
し
み
、
ま
た
、
王
と
共
に
死
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
あ
り
得
よ
う
か
」
と
言
う
。
そ
の
時
、
王
は
史
官
の
方
を
振
り
返
り
、「
蔡
姫
は
私
と
共
に
死
ぬ
こ
と
を
願
う
」
と
記
録
さ
せ
た
。
王
は
ま
た
、
越
姫
に
、「
楽
し
い
か
」
と
問
う
。
蔡
姫
は
、
「
楽
し
い
こ
と
は
楽
し
い
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
長
く
は
続
く
ま
い
」
と
答
え
る
。
王
は
、「
私
の
願
い
は
、
あ
な
た
と
共
に
こ
の
よ
う
に
生
き
、
ま
た
、
共
に
死
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
私
の
願
い
は
、
協
え
ら
れ
よ
う
か
」
と
聞
く
。
す
る
と
、
越
姫
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。「
私
は
心
中
、
や
が
て
王
が
先
君
の
楚
荘
王
を
見
倣
っ
て
、
現
在
の
享
楽
的
な
生
活
を
改
め
、
本
来
の
政
務
に
復
帰
な
さ
る
こ
と
を
、
密
か
に
期
待
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
王
は
今
、
私
に
死
ぬ
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
思
え
ば
、
か
つ
て
父
が
こ
の
婚
姻
を
承
諾
し
た
際
に
、
殉
死
な
ど
を
約
し
た
筈
が
な
い
。
私
は
、
諸しよ
姑こ
（
父
親
の
姉
妹
）
か
ら
、
次
の
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
婦
人
は
、お
己のれ
が
死
ぬ
こ
と
で
君
の
善
を
明
ら
か
に
し
、
寵
愛
を
一
層
深
い
も
の
に
す
る
、
と
。
し
か
し
、
君
の
愚
か
な
死
に
、
と
も
あ
れ
殉
死
す
る
こ
と
は
、
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
、
な
ど
と
は
聞
い
て
い
な
い
。
故
に
、
私
は
、
こ
の
命
令
に
従
お
う
と
は
思
わ
な
い
」
と
。
王
は
そ
れ
を
聞
い
て
内
心
、
自
ら
の
非
を
悟
り
、
ま
た
、
越
姫
の
言
葉
に
敬
意
を
抱
き
は
し
た
が
、
な
お
も
蔡
姫
を
寵
愛
し
続
け
た
。
楚
昭
王
が
即
位
し
て
二
十
五
年
目
の
こ
と
、
王
は
陳
国
の
救
援
に
出
征
す
る
。
二
姫
も
付
き
従
う
。
と
こ
ろ
が
、
王
は
軍
中
で
病
気
に
図八十二 楚昭越姫図
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掛
か
り
、
空
を
見
上
げ
る
と
、
赤
い
雲
が
左
右
か
ら
日
を
挟
み
、
恰
も
飛
ん
で
い
る
鳥
の
よ
う
で
あ
る
。
奇
異
に
思
っ
た
王
が
、
周
の
太
史
（
天
文
、
歴
史
を
掌
る
官
）
を
呼
ん
で
訳
を
尋
ね
る
と
、
太
史
は
、
「
こ
れ
は
、
王
の
身
に
害
が
生
じ
る
兆きざ
し
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
害
は
、
側
近
の
将
軍
や
宰
相
に
移
し
て
し
ま
う
こ
と
が
出
来
る
」
と
説
明
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
将
軍
、
宰
相
は
、
競
っ
て
自
分
に
害
を
移
す
よ
う
、
王
に
懇
願
す
る
が
、
王
は
、「
お
前
達
は
私
の
股こ
肱こう
（
も
も
と
ひ
じ
）
で
あ
る
。
私
の
体
の
別
の
部
位
に
害
を
移
し
た
所
で
、
私
か
ら
害
が
離
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
」
と
言
っ
て
許
さ
な
い
。
蔡
姫
が
、「
こ
の
人
々
は
、
自
ら
王
に
代
わ
り
た
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
、
ど
う
し
て
代
わ
ら
せ
て
や
ら
な
い
の
か
」
と
言
う
と
、
越
姫
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
あ
な
た
の
徳
は
偉
大
で
あ
り
、
私
は
君
王
に
従
っ
て
死
に
た
く
思
う
。
先
の
殉
死
の
話
は
、
淫
楽
の
遊
び
か
ら
出
た
こ
と
な
の
で
、
私
は
き
っ
ぱ
り
拒
絶
し
た
。
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
が
礼
法
に
戻
ら
れ
る
に
及
び
、
今
の
国
人
は
挙
っ
て
、
君
王
に
代
わ
り
死
の
う
と
し
て
い
る
。
ま
し
て
私
の
如
き
者
が
死
を
望
ま
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
。
あ
な
た
よ
り
一
足
先
に
、
あ
の
世
へ
赴
く
こ
と
を
許
さ
れ
よ
」
と
。
王
が
、「
以
前
の
殉
死
の
話
は
、
私
の
冗
談
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
も
し
あ
な
た
が
実
際
に
死
ん
で
も
、
そ
れ
は
、
私
の
不
徳
の
表
わ
れ
に
し
か
な
ら
な
い
の
だ
」
と
言
う
と
、
越
姫
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
以
前
、
口
に
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
私
は
王
と
共
に
死
ぬ
決
心
を
し
た
。
私
は
、
次
の
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
信
と
は
、
心
に
背
か
な
い
こ
と
で
、
義
と
は
、
空から
約やく
束そく
を
し
な
い
こ
と
で
あ
る
、
と
。
私
は
、
王
の
義
に
殉
じ
、
好
色
に
殉
じ
る
の
で
は
な
い
」
と
。
か
く
て
、
越
姫
は
自
殺
し
た
。
や
が
て
昭
王
の
病
気
が
重
く
な
る
。
王
は
位
を
三
人
の
弟
に
譲
ろ
う
と
す
る
が
、
弟
達
は
誰
も
そ
れ
を
受
け
よ
う
と
し
な
い
。
王
は
軍
中
に
没
し
た
。
し
か
し
、
蔡
姫
は
遂
に
死
ぬ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
王
弟
の
子し
閭りよ
は
、
残
る
二
人
の
子
西
、
子
期
と
図
っ
て
、「
立
派
な
信
を
備
え
た
母
親
の
子
は
、
必
ず
仁
を
備
え
て
い
る
も
の
だ
」
と
言
い
、
改
め
て
軍
を
配
し
陳
門
を
閉
じ
て
、
そ
こ
に
越
姫
の
子
供
の
熊ゆう
章しようを
迎
え
入
れ
、
君
主
に
立
て
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
楚
恵
王
で
あ
る
。
そ
の
後
、
休
戦
し
て
帰
国
し
、
亡
き
昭
王
を
葬
っ
た
。
本
図
は
、
左
向
き
に
立
っ
て
右
を
振
り
向
く
、
楚
昭
越
姫
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
図
八
十
三
に
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
を
掲
げ
る
（
榜
題
「
蔡
姫
」「
楚
昭
王
」「
越
姫
」）。
図
八
十
三
は
、
楚
昭
王
を
中
心
と
し
て
右
に
蔡
姫
、
左
に
越
姫
を
配
す
る
図
柄
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
図
は
、
左
の
越
姫
図
の
源
流
に
溯
る
、
目
下
唯
一
の
図
像
と
し
て
、
非
常
に
貴
重
な
遺
品
と
な
っ
て
い
る
。
34
蓋
将
之
妻
図
（
口
絵
34
）
榜
題
「
蓋
将
之
妻
」
図
八
十
四
に
、
当
墓
の
蓋
将
之
妻
図
を
掲
げ
る
。
剥
落
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て
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少
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
発
掘
当
初
か
ら
全
体
的
に
薄
れ
て
い
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
本
図
の
保
存
状
態
は
、
非
常
に
良
い
。
本
図
の
基
と
な
っ
た
列
女
伝
巻
五
・
５
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
蓋
将
之
妻
梗
概
蓋こう
（
陝
西
省
）
の
副
将
、
邱
きゆう
子し
の
妻
の
こ
と
で
あ
る
。
或
る
時
、じ
戎ゆう
が
蓋
を
伐
っ
て
、
そ
の
君
主
を
殺
し
た
。
戎
は
、
蓋
の
群
臣
に
命
令
し
て
言
う
。
「
も
し
進
ん
で
自
殺
す
る
者
が
い
た
ら
、
そ
の
妻
子
は
一
人
残
ら
ず
処
刑
さ
れ
よ
う
」
と
。
一
方
、
邱
子
は
自
殺
を
図
っ
た
が
、
人
に
救
わ
れ
、
死
ぬ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
邱
子
が
帰
宅
す
る
と
、
そ
の
妻
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
私
は
、
次
の
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
将
た
る
者
の
節
義
は
、
勇
敢
で
あ
り
、
死
を
恐
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
兵
卒
達
が
力
の
限
り
戦
っ
て
、
戦
死
を
恐
れ
ず
、
ま
た
、
戦
争
に
勝
っ
て
、
領
土
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
家
を
末
長
く
維
持
し
、
君
主
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
が
、
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
、
と
。
そ
も
そ
も
戦
い
に
臨
ん
で
、
勇
敢
さ
を
等なお
閑ざり
に
す
る
の
は
、
孝
に
背
く
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
君
主
が
死
ん
で
、
臣
下
が
生
き
残
る
の
は
、
忠
で
は
な
い
。
今
や
戎
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
君
主
は
亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
あ
な
た
一
人
が
ど
う
し
て
生
き
残
っ
て
い
る
の
か
。お
己のれ
の
内
に
忠
孝
二
つ
を
失
い
な
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が
ら
、
あ
な
た
は
、
ど
う
し
て
こ
っ
そ
り
帰
宅
出
来
た
の
か
」
と
。
邱
子
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
蓋
は
小
国
で
、
対
す
る
戎
の
軍
事
力
は
大
き
い
。
私
は
自
分
の
能
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
戦
っ
た
。
不
幸
に
し
て
君
主
が
亡
く
な
り
、
無
論
の
こ
と
、
私
は
自
殺
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
に
救
わ
れ
、
死
に
切
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。
そ
こ
で
、
そ
の
妻
が
、「
当
時
は
助
け
る
人
が
い
た
と
し
て
、
ど
う
し
て
そ
の
後
、
自
殺
し
な
か
っ
た
の
か
」
と
聞
く
。
邱
子
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
私
は
命
を
惜
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
私
が
死
ね
な
か
っ
た
理
由
は
、
戎
が
命
令
し
て
、
自
殺
者
は
そ
の
妻
子
に
誅
が
加
え
ら
れ
る
、
と
言
っ
た
た
め
で
あ
る
。
今
更
私
が
死
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
君
主
に
何
の
利
益
が
齎
さ
れ
る
の
か
」
と
。
す
る
と
、
そ
の
妻
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。
「
私
は
、
主
が
心
配
す
る
と
、
臣
は
恥
じ
、
主
が
辱
し
め
を
受
け
た
ら
、
臣
は
死
ぬ
も
の
で
あ
る
、
と
聞
い
て
い
る
。
今
や
君
主
が
死
ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
な
た
は
生
き
て
い
る
。
こ
れ
が
義
と
言
え
よ
う
か
。
ま
た
、
多
く
の
兵
卒
を
死
な
せ
、
国
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
も
協
わ
ず
、
自
分
だ
け
は
生
き
て
い
る
。
そ
れ
が
仁
と
言
え
よ
う
か
。
妻
子
を
案
じ
て
仁
義
を
忘
れ
、
亡
き
君
主
に
背
い
て
強
暴
な
敵
に
仕
え
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
忠
と
言
え
よ
う
か
。
人
と
し
て
忠
臣
の
道
と
仁
義
の
行
い
と
を
失
っ
て
、
何
が
賢
と
言
え
よ
う
か
。
周
書
に
は
、
君
を
先
と
し
て
臣
を
後
に
し
、
父
母
を
先
と
し
て
兄
弟
を
後
に
す
る
。
兄
弟
を
先
と
し
て
友
人
を
後
に
し
、
友
人
を
先
と
し
て
妻
子
を
後
に
す
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
妻
子
は
私
愛
に
過
ぎ
な
い
が
、
君
に
仕
え
る
こ
と
は
公
義
で
あ
る
。
思
う
に
、
あ
な
た
は
現
在
、
妻
子
の
た
め
、
人
臣
と
し
て
の
節
義
を
失
っ
て
い
る
。
即
ち
、
君
主
に
対
す
る
礼
法
も
な
く
、
忠
臣
の
公
道
を
棄
て
て
し
ま
っ
た
状
態
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
妻
子
と
の
私
愛
を
図
り
、
天
か
ら
生
を
盗
ん
で
、
借
り
物
と
し
て
の
生
活
を
送
る
よ
う
な
こ
と
は
、
卑
し
い
私
共
で
さ
え
、
そ
れ
を
恥
じ
る
。
ま
し
て
や
あ
な
た
に
と
っ
て
は
、
尚なお
更さら
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
私
に
は
、
あ
な
た
と
共
に
そ
の
よ
う
な
恥
を
蒙
り
な
が
ら
、
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
、
到
底
出
来
そ
う
も
な
い
」
と
。
か
く
て
、
そ
の
妻
は
自
殺
し
、
邱
子
も
ま
た
、
妻
の
後
を
追
っ
た
の
で
あ
る
。
戎
の
君
主
は
邱
子
夫
妻
の
こ
と
を
聞
い
て
、
そ
の
妻
を
賢
女
と
し
、
太たい
牢ろう
（
牛
、
猪
、
羊
の
三
種
が
揃
っ
た
、
立
派
な
御
馳
走
）
を
捧
げ
てほ
祠こら
に
祭
り
、
将
軍
の
礼
を
用
い
て
夫
婦
を
葬
っ
た
。
そ
の
弟
に
は
金
百ひやくいつ
を
賜
っ
て
卿けい
に
任
じ
、
元
の
蓋
国
を
分
割
統
治
さ
せ
た
。
本
図
も
、
33
楚
昭
越
姫
図
と
同
様
、
左
向
き
に
立
っ
て
右
を
振
り
向
く
、
蓋
将
之
妻
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
の
衣
裳
が
黒
い
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
赤
い
。
図
八
十
五
に
示
す
の
は
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
で
あ
る
（
榜
題
「
蓋
将
之
妻
」「
将
丘
子
」。
伝
顧
愷
之
筆
摸
刊
本
等
、
邱
を
丘
に
作
る
）。
図
八
十
五
は
、
画
面
右
に
、
左
手
に
剣
を
握
り
胸
許
に
擬
し
て
、
自
害
し
よ
う
と
す
る
蓋
将
之
妻
、
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左
に
、
右
を
向
い
て
立
つ
邱
子
を
描
い
て
い
る
。
本
図
の
蓋
将
之
妻
も
、
剣
を
手
に
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。
と
も
あ
れ
、
本
図
は
、
図
八
十
五
右
の
蓋
将
之
妻
図
の
源
流
を
示
す
、
現
存
唯
一
の
珍
し
い
遺
品
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
35
代
趙
夫
人
図
（
口
絵
35
）
榜
題
「
代
趙
夫
人
」
図
八
十
六
に
、
当
墓
の
代
趙
夫
人
図
を
掲
げ
る
。
本
図
は
、
北
壁
四
層
の
最
後
の
列
女
伝
図
で
あ
る
。
ま
た
、
前
図
（
列
女
伝
巻
五
・
５
）
と
本
図
（
巻
五
・
７
）
の
間
に
位
置
す
る
、
魯
義
姑
姉
図
（
巻
五
・
６
）
が
南
壁
へ
と
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
本
図
の
典
拠
と
な
っ
た
、
列
女
伝
巻
五
・
７
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
代
趙
夫
人
梗
概
代
（
山
西
省
）
のち
趙よう
夫ふ
人じん
と
い
う
の
は
、
晋
の
趙
簡
子
の
女
で
、
趙
襄
子
の
姉
に
当
た
り
、
ま
た
、
代
王
の
夫
人
の
こ
と
で
あ
る
。
折
し
も
晋
で
は
、
亡
く
な
っ
た
趙
簡
子
の
葬
儀
が
執
り
行
な
わ
れ
た
。
代
を
伐
と
う
と
す
る
襄
子
は
、
ま
だ
父
の
服
喪
期
間
中
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
北
方
の
夏か
屋おく
山さん
に
登
っ
て
、
そ
こ
へ
代
王
を
誘
い
出
す
。
襄
子
は
、
料
理
人
達
に
予
め
柄
杓
ひしやく
を
配
っ
て
お
い
て
、
代
王
と
従
者
図八十五 蓋将之妻図（伝顧愷之筆摸刊）
図八十六 代趙夫人図
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に
酒
を
飲
ま
せ
る
。
そ
し
て
、
柄
杓
に
酒
を
汲
む
振
り
を
し
な
が
ら
、
代
王
と
従
者
を
そ
れ
で
殴
り
殺
さ
せ
た
。
挙
兵
し
た
襄
子
は
代
国
を
平
定
し
、
姉
の
趙
夫
人
を
迎
え
取
ろ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
夫
人
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
私
は
、
父
の
老
君
の
命
に
よ
っ
て
代
へ
嫁
ぎ
、
十
余
年
に
な
る
。
そ
の
間
、
代
は
何
の
過
ち
も
犯
し
て
い
な
い
。
そ
れ
を
、
趙
君
の
あ
な
た
は
、
私
の
夫
を
殺
し
た
上
に
、
代
の
国
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
私
に
一
体
、
帰
る
所
な
ど
あ
り
得
よ
う
か
。
私
は
ま
た
、
婦
人
の
節
義
と
し
て
、
二
夫
に
見まみ
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
聞
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
私
は
再
婚
し
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
あ
な
た
は
私
を
迎
え
取
っ
て
、
何
処
へ
行
か
せ
る
積
り
な
の
か
。
思
う
に
、
弟
の
た
め
に
夫
を
軽
ん
じ
る
こ
と
は
、
義
に
背
く
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
夫
の
た
め
に
弟
を
怨
む
こ
と
も
、
仁
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
私
は
あ
な
た
を
怨
み
は
し
な
い
。
け
れ
ど
も
、
私
は
決
し
て
趙
に
帰
ら
な
い
」
と
。
か
く
て
、
夫
人
は
天
に
向
か
っ
て
号
泣
し
、
摩ま
けい
の
地
に
お
い
て
自
殺
し
た
の
で
あ
る
。
代
の
人
々
は
皆
、
夫
人
の
こ
と
を
思
い
偲
ん
だ
。
本
図
は
、
左
向
き
に
立
つ
代
趙
夫
人
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
裾
の
部
分
の
荒
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
保
存
状
態
も
甚
だ
良
い
。
図
八
十
七
に
掲
げ
る
の
は
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
で
あ
る
（
榜
題
「
趙
帝
王
」「
趙
使
者
」「
代
趙
夫
人
」）。
図
八
十
七
は
、
画
面
右
に
、
侍
者
と
趙
王
（
趙
襄
子
で
あ
ろ
う
）、
左
に
、
趙
の
使
者
と
代
趙
夫
人
と
の
、
四
人
を
描
い
た
も
の
で
、
代
を
伐
っ
た
趙
襄
子
が
、
姉
の
代
趙
夫
人
を
迎
え
よ
う
と
し
て
、
代
へ
使
者
を
送
っ
た
場
面
を
表
わ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
図
は
、
図
八
十
七
左
端
の
代
趙
夫
人
図
の
源
流
を
示
す
も
の
で
（
向
き
は
逆
に
な
っ
て
い
る
）、
目
下
確
認
し
得
る
、
唯
一
の
作
例
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
四
、
中
室
南
壁
の
列
女
伝
図
（
36
｜
43
）
36
魯
義
姑
姉
図
（
口
絵
36
）
榜
題
「
軍
吏
」「
義
婦
」
図八十七 代趙夫人図（伝顧愷之筆摸刊）
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図
八
十
八
は
、
当
墓
の
中
室
南
壁
一
層
に
描
か
れ
た
、
魯
義
姑
姉
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
図
は
、
左
側
に
描
か
れ
た
列
士
図
に
続
く
も
の
で
、
本
図
が
南
壁
に
お
け
る
最
初
の
列
女
伝
図
に
該
当
す
る
。
本
図
の
基
づ
い
た
、
列
女
伝
巻
五
・
６
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
魯
義
姑
姉
梗
概
魯
の
義ぎ
姑こ
姉し
と
い
う
の
は
、
魯
の
郊
外
の
婦
人
の
こ
と
で
あ
る
。
或
る
時
、
斉
の
国
が
魯
の
国
を
攻
め
た
。
斉
軍
が
魯
の
郊
外
に
至
る
と
、
遥
か
遠
方
に
、
一
人
の
婦
人
が
一
児
を
抱
き
、
も
う
一
児
の
手
を
引
き
な
が
ら
、
逃
げ
て
行
く
の
が
見
え
る
。
斉
の
軍
勢
は
そ
れ
を
追
う
。
軍
勢
が
近
付
く
と
、
婦
人
は
、
今
ま
で
抱
い
て
い
た
方
の
子
を
道
端
に
捨
て
、
手
を
引
い
て
い
た
方
の
子
を
抱
き
か
か
え
、
山
に
向
か
っ
て
逃
げ
出
し
た
。
捨
て
ら
れ
た
子
が
そ
の
跡
を
追
い
、
声
を
上
げ
て
泣
き
叫
ん
だ
が
、
婦
人
は
ひ
た
す
ら
先
へ
と
逃
げ
続
け
、
そ
の
子
の
こ
と
を
顧
み
る
様
子
は
な
い
。
斉
の
将
軍
が
そ
の
子
に
、「
逃
げ
て
行
く
の
は
、
お
前
の
母
親
か
」
と
問
う
と
、「
そ
う
だ
」
と
答
え
る
。
「
母
親
は
誰
を
抱
い
て
い
る
の
か
」
と
問
う
と
、「
知
ら
な
い
」
と
答
え
る
。
斉
の
将
軍
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
直
ち
に
婦
人
を
追
う
。
さ
て
、
逃
げ
る
夫
人
の
背
後
か
ら
、
兵
士
が
弓
を
引
い
て
、
狙
い
を
定
め
、「
止
ま
れ
。
止
ま
ら
な
け
れ
ば
、
お
前
を
射
殺
す
る
」
と
命
じ
た
の
で
、
婦
人
は
漸
く
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
る
。
そ
し
て
、
斉
の
図八十八 魯義姑姉図
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将
軍
が
、「
お
前
は
一
体
、
誰
を
抱
い
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
先
程
見
捨
て
た
の
は
誰
な
の
か
」
と
問
う
と
、
婦
人
が
答
え
て
言
う
に
は
、
「
私
が
抱
い
て
い
る
の
は
、
兄
の
子
で
あ
る
。
ま
た
、
見
捨
て
た
の
は
、
私
の
子
供
で
あ
る
。
斉
の
軍
隊
が
私
の
間
近
に
迫
っ
た
が
、
私
に
は
二
人
の
子
供
を
守
る
だ
け
の
力
が
な
い
。
そ
こ
で
、
仕
方
な
く
私
の
子
供
を
見
捨
て
た
の
で
あ
る
」
と
。
斉
の
将
軍
が
、「
お
よ
そ
母
親
と
い
う
も
の
は
、
自
ら
を
分
か
ち
与
え
た
愛
情
（
親
愛
）
を
己
おのれ
の
子
供
に
抱
く
も
の
で
あ
る
。
子
供
と
の
関
係
が
裂
か
れ
る
、
母
親
の
心
の
痛
み
は
、
並
大
抵
で
は
な
い
筈
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
先
程
、
お
前
が
自
分
の
子
供
を
見
捨
て
、
兄
の
子
の
方
を
抱
い
て
逃
げ
た
の
は
、
一
体
ど
う
い
う
訳
か
」
と
問
う
と
、
婦
人
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。「
思
う
に
、
私
と
我
が
子
と
の
関
係
は
、
私
愛
に
過
ぎ
ず
、
し
か
し
、
兄
の
子
と
の
そ
れ
は
、
公
義
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
公
義
を
捨
て
て
私
愛
を
取
り
、
兄
の
子
を
見
殺
し
に
し
て
己
の
子
を
助
け
た
な
ら
ば
、
例
え
こ
の
場
は
う
ま
く
切
り
抜
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
ま
ず
魯
君
が
私
を
許
さ
ず
、
ま
た
、
大
夫
は
私
を
生
か
し
て
お
か
ず
、
庶
民
や
国
人
は
私
を
敵
視
し
よ
う
。
こ
の
魯
の
国
に
お
い
て
一
旦
、
そ
う
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
私
が
如
何
に
肩
を
狭
め
よ
う
と
、
も
は
や
私
の
入
る
余
地
は
何
処
に
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
例
え
足
を
重
ね
た
所
で
、
私
の
踏
め
る
よ
う
な
場
所
を
見
付
け
る
こ
と
は
出
来
ま
い
。
子
供
に
は
可
愛
そ
う
だ
が
、
私
に
は
公
義
に
亙
る
こ
と
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
子
供
を
見
捨
て
る
痛
み
を
押
し
て
、
義
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
魯
の
国
で
義
を
失
っ
た
ら
、
生
き
て
行
く
こ
と
は
難
し
い
」
と
。
す
る
と
、
斉
の
将
軍
は
、
全
軍
に
命
じ
て
進
軍
を
中
止
す
る
。
そ
し
て
、
使
者
を
遣
し
て
斉
君
に
言
わ
せ
る
に
は
、「
斉
は
ま
だ
魯
を
攻
撃
す
べ
き
で
な
い
。
我
が
軍
が
国
境
を
越
え
た
所
で
、
意
外
な
こ
と
に
私
は
、
魯
国
の
山
沢
の
婦
人
が
た
だ
一
人
、
節
操
を
守
り
義
を
持
し
て
、
公
義
に
背
か
ぬ
様
子
を
見
た
。
山
沢
の
婦
人
で
さ
え
こ
の
様
だ
と
す
る
と
、
ま
し
て
こ
の
国
の
朝
臣
や
士
大
夫
達
が
、
ど
れ
位
君
に
忠
実
か
と
い
う
こ
と
は
、
推
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か
ら
、
帰
国
を
要
請
し
た
い
」
と
。
斉
君
は
そ
れ
を
許
し
た
。
一
方
、
魯
君
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
婦
人
に
束そく
帛はく
（
両
端
か
ら
巻
い
た
帛きぬ
）
百
端
（
端
は
、
長
さ
の
単
位
で
、
四
・
五
米
）
を
賜
り
、
義
姑
姉
と
い
う
尊
号
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
左
か
ら
、
二
騎
の
斉
軍
将
兵
（
右
向
き
）、
右
手
で
母
の
右
手
を
執
る
子
供
、
左
腕
に
兄
の
子
を
抱
く
魯
義
姑
姉
（
共
に
左
向
き
）
の
、
四
人
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
保
存
も
良
い
。
当
墓
に
お
け
る
列
女
伝
図
中
、
本
図
が
最
大
の
画
幅
を
擁
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、
元
来
北
壁
四
層
の
最
後
に
位
置
す
べ
き
本
図
の
、
南
壁
へ
と
移
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
図
は
ま
た
、
西
壁
四
層
の
19
魯
秋
潔
婦
図
（
図
四
十
五
）、
北
壁
四
層
の
29
楚
昭
貞
姜
図
（
図
七
十
二
）、
30
宋
恭
伯
姫
図
（
図
七
十
五
）、
31
梁
節
姑
姉
図
（
図
七
十
七
）
な
ど
と
共
に
、
大
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変
劇
的
な
図
像
構
成
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
図
は
、
斉
将
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
、
尋
問
さ
れ
る
魯
義
姑
姉
を
表
わ
し
た
も
の
だ
が
、
見
事
に
描
か
れ
た
二
騎
の
将
兵
と
の
間
の
緊
迫
し
た
雰
囲
気
を
今
に
伝
え
る
点
、
当
墓
の
列
女
伝
図
に
お
い
て
屈
指
の
優
品
に
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
芸
術
的
な
達
成
度
を
評
価
す
べ
き
図
像
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
幸
い
な
こ
と
に
、
本
図
に
つ
い
て
は
四
例
程
の
類
例
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
順
次
そ
れ
ら
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
図
八
十
九
に
掲
げ
る
の
は
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
の
武
梁
祠
三
石
一
層
に
描
か
れ
た
、
魯
義
姑
姉
図
で
あ
る
（
榜
題
「
兄
子
」「
義
姑
姉
」
共
に
上
欄
、「
姑
姉
児
」
下
欄
、「
斉
将
軍
」）。
図
八
十
九
は
、
画
面
右
か
ら
、
左
腕
に
兄
の
子
を
抱
い
て
、
左
に
振
り
返
っ
て
い
る
魯
義
姑
姉
、
そ
の
右
手
を
執
ろ
う
と
す
る
子
供
、
魯
義
姑
姉
に
摑
み
掛
か
ろ
う
と
す
る
一
歩
兵
、
そ
の
左
に
一
騎
兵
及
び
、
二
頭
立
て
の
馬
車
に
乗
る
斉
将
軍
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
全
員
右
向
き
）。
図
八
十
九
の
構
図
は
、
本
図
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
漢
代
、
何
ら
か
の
列
女
伝
図
の
粉
本
が
確
実
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
強
く
示
唆
す
る
一
例
で
あ
る
。
さ
て
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
に
は
現
在
も
う
一
図
、
魯
義
姑
姉
図
が
残
さ
れ
て
い
て
、
図
九
十
に
示
す
の
が
、
前
石
室
七
石
一
層
の
そ
れ
で
あ
る
（
榜
題
「
斉
将
□
」「
義
婦
」「
義
婦
親
子
」）。
図
九
十
は
、
右
か
ら
、
侍
者
、
斉
将
軍
（
共
に
左
向
き
に
立
っ
て
い
る
）
及
び
、
左
腕
に
兄
の
子
を
抱
い
て
跪
く
魯
義
図八十九 魯義姑姉図
図九十 魯義姑姉図
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姑
姉
（
右
向
き
）
と
、
そ
の
子
供
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
魯
義
姑
姉
の
榜
題
「
義
婦
」
の
本
図
と
一
致
す
る
こ
と
が
、
大
変
貴
重
と
言
え
る
。
図
九
十
を
本
図
、
図
八
十
九
と
比
較
す
る
と
、
左
右
が
反
転
し
、
騎
兵
も
お
ら
ず
、
魯
義
姑
姉
が
跪
い
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
さ
て
、
図
九
十
の
図
柄
に
関
し
、
例
え
ば
長
廣
敏
雄
氏
編
『
漢
代
画
象
の
研
究
』
二
部
「
武
梁
石
室
画
象
の
図
象
学
的
解
説
」
13
（
69
頁
）
に
、「
な
お
、
前
石
室
第
七
石
に
は
義
姑
姉
は
「
義
婦
」
と
し
て
出
て
お
り
、
束
帛
を
賜
わ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
」（
川
勝
義
雄
氏
執
筆
）
と
さ
れ
る
の
は
、
明
ら
か
に
誤
り
で
（
魯
義
姑
姉
が
束
帛
を
受
け
た
の
は
、
「
斉
将
〔
軍
〕」
か
ら
で
な
く
、
魯
君
か
ら
で
あ
る
。
梗
概
参
照
）、
従
っ
て
、
魯
義
姑
姉
の
右
の
二
人
は
、
斉
の
将
兵
と
す
べ
き
で
あ
る
。
川
勝
氏
は
「
斉
将
〔
車
〕」
榜
題
を
読
み
損
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
遺
憾
な
こ
と
は
、
近
時
の
巫
鴻
（W
u
 
H
u
n
g
）
氏
も
そ
の
誤
り
を
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
図
九
十
右
の
二
人
が
手
に
し
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
林
巳
奈
夫
氏
が
、
「
指
麾
用
の
」
と
さ
れ
る
の
に
従
う
べ
き
で
あ
る
（
ぼう
は
、
飾
り
の
付
い
た
旗
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
図
九
十
も
や
は
り
、
本
図
や
図
八
十
九
と
同
じ
く
、
魯
義
姑
姉
が
斉
将
軍
と
対
話
し
て
い
る
場
面
を
、
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
図
九
十
一
に
示
す
の
は
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
で
あ
る
（
榜
題
「
魯
義
姑
姉
」）。
右
端
に
、
兄
の
子
を
抱
い
て
左
向
き
に
立
つ
魯
義
姑
姉
、
そ
の
左
に
、
右
手
を
上
げ
て
左
を
振
り
向
く
そ
の
子
供
、
弓
矢
を
持
つ
斉
将
軍
と
四
人
の
斉
兵
（
二
人
が
弓
、
二
人
が
剣
を
握
る
。
い
ず
れ
も
右
向
き
）
を
描
い
て
い
る
。
当
図
の
魯
義
姑
姉
や
そ
の
子
供
の
構
図
は
、
本
図
や
図
八
十
九
に
酷
似
す
る
が
、
騎
馬
兵
等
が
描
か
れ
ず
、
斉
の
将
兵
を
立
ち
姿
に
表
わ
す
点
、
当
図
は
図
九
十
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
最
後
に
、
図
九
十
二
に
、
北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
の
三
塊
裏
一
層
に
描
か
れ
た
、
魯
義
姑
姉
図
を
掲
げ
る
（
榜
題
「
魯
義
姑
姉
」）。
図
九
十
二
は
、
右
手
に
兄
の
子
を
抱
き
、
左
手
で
己
れ
の
子
の
右
手
を
執
っ
て
、
左
向
き
に
立
つ
魯
義
姑
姉
と
、
そ
の
背
後
（
右
）
の
子
供
（
左
向
き
）
を
描
い
た
も
の
で
、
斉
の
将
兵
が
図九十一 魯義姑姉図（伝顧愷之筆摸刊）
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描
か
れ
て
い
た
筈
の
、
左
側
の
画
面
を
欠
く
こ
と
が
、
甚
だ
惜
し
ま
れ
る
。
当
図
の
魯
義
姑
姉
は
、
そ
の
子
供
が
背
後
に
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
図
と
酷
似
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
さ
て
、
本
図
は
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
（
図
八
十
九
、
図
九
十
）
と
共
に
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
を
始
め
と
す
る
、
後
代
の
魯
義
姑
姉
図
に
、
一
定
の
範
型
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
確
実
に
看
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
本
図
は
、
魯
義
姑
姉
図
そ
の
他
の
漢
代
図
像
の
研
究
史
上
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
、
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
こ
と
が
疑
い
な
い
。
37
魯
漆
室
女
図
（
口
絵
37
37
、
38
）
榜
題
「
魯
漆
室
女
」「
」
図
九
十
三
に
、
南
壁
一
層
第
二
の
列
女
伝
図
、
魯
漆
室
女
図
を
掲
げ
る
。
本
図
は
本
来
、
西
壁
四
層
右
端
に
描
か
れ
た
、
晋
范
氏
母
図
（
列
女
伝
巻
三
・
11
）
の
右
に
、
位
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
図九十二 魯義姑姉図
図九十三 魯漆室女図
120
前
述
し
た
。
本
図
の
基
と
な
っ
た
、
列
女
伝
巻
三
・
13
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
魯
漆
室
女
梗
概
漆しつ
室しつ
の
女
と
い
う
の
は
、
魯
の
漆
室
邑ゆう
（
山
東
省
）
の
女
の
こ
と
で
あ
る
。
女
は
何
処
へ
も
嫁
が
ず
、
婚
期
は
と
う
に
過
ぎ
て
い
た
。
魯
穆
公
の
代
の
こ
と
、
君
主
は
既
に
年
老
い
て
、
太
子
は
ま
だ
幼
少
で
あ
る
。
女
が
柱
に
寄
り
掛
か
り
、う
嘯そぶ
く
（
声
を
長
く
引
い
て
歌
う
こ
と
）
と
、
付
近
の
者
達
は
そ
の
声
を
聞
い
て
、
一
人
残
ら
ず
惨
ま
し
い
思
い
に
捉
わ
れ
る
。
或
る
時
、
隣
家
の
婦
人
が
女
と
共
に
外
出
し
、
女
に
向
か
っ
て
、「
ど
う
し
て
あ
な
た
の
歌
声
は
、
こ
の
よ
う
に
悲
し
い
の
か
。
結
婚
し
た
い
な
ら
、
私
が
あ
な
た
の
夫
を
捜
そ
う
」
と
言
う
と
、
女
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
お
や
、
あ
な
た
は
も
う
少
し
、
賢
い
女
性
か
と
思
っ
た
の
に
。
何
故
私
が
結
婚
の
こ
と
で
楽
し
ま
ず
、
悲
し
も
う
か
。
私
が
悲
し
む
の
は
、
魯
君
が
老
い
て
太
子
が
幼
い
た
め
で
あ
る
」
と
。
婦
人
が
笑
っ
て
、「
そ
れ
は
大
夫
の
仕
事
で
あ
る
。
私
達
女
に
何
の
関
わ
り
が
あ
ろ
う
か
」
と
言
う
と
、
女
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
。
あ
な
た
が
物
事
を
知
ら
な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
魯
君
は
す
っ
か
り
年
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
は
年
を
取
る
と
、
必
ず
悖あやまり
を
犯
す
。
一
方
、
そ
れ
を
防
ぐ
筈
の
太
子
は
ま
だ
若
い
。
若
者
は
必
ず
愚
か
な
こ
と
を
為し
出で
か
す
。
そ
し
て
、
そ
の
愚ぐ
悖はい
の
間
に
、
姦かん
偽ぎ
が
次
々
と
生
じ
よ
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
国
難
が
こ
の
魯
を
襲
え
ば
、
君
臣
、
父
子
は
共
に
辱
し
め
を
受
け
、
災
い
は
庶
民
へ
も
及
ぶ
。
そ
の
内
、
婦
人
だ
け
が
ど
う
し
て
災
い
を
逃
れ
ら
れ
よ
う
か
。
私
が
心
配
な
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
あ
な
た
は
、
私
達
女
に
は
関
わ
り
が
な
い
、
な
ど
と
言
う
の
か
」
と
。
婦
人
は
そ
れ
を
聞
き
、
詫わ
び
て
、「
私
の
思
い
も
及
ば
ぬ
こ
と
に
、
あ
な
た
は
先
の
こ
と
ま
で
深
く
見
通
し
て
い
る
こ
と
よ
」
と
言
う
。
果
し
て
三
年
後
、
魯
に
内
乱
が
起
こ
り
、
斉
や
楚
が
魯
を
攻
撃
し
始
め
た
の
で
、
魯
は
屡しばし々ば
侵
略
に
曝
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
魯
の
男
性
は
戦
闘
に
従
事
し
、
女
性
は
物
資
の
輸
送
に
駆
り
出
さ
れ
て
、
休
む
暇
さ
え
な
く
な
っ
た
。
本
図
は
、
背
後
の
木
に
寄
り
掛
か
り
、
隣
家
の
婦
人
と
対
話
す
る
、
魯
漆
室
女
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
魯
漆
室
女
は
、
右
を
向
い
て
立
ち
、
そ
の
片
手
が
木
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
画
図九十四 魯漆室女図
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面
の
右
に
、
左
向
き
に
立
っ
て
い
る
女
性
は
、
隣
家
の
婦
人
で
あ
ろ
う
（
そ
の
顔
の
左
に
、「
隣
」
字
の
の
残
画
等
が
認
め
ら
れ
る
）。
本
図
は
目
下
、
現
存
が
確
認
出
来
る
唯
一
の
漢
代
の
魯
漆
室
女
図
と
し
て
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
九
十
四
に
示
す
の
は
、
列
女
仁
智
図
巻
の
８
魯
漆
室
女
図
で
あ
る
（
榜
題
「
魯
漆
室
女
」、
頌
「
漆
室
之
女
、
計
慮
深
妙
。
惟
魯
且
乱
、
倚
柱
而
□嘯
）
、
君
老
嗣
少
、
愚
悖
生
。
魯
果
擾
乱
、
斉
伐
其
城
」）。
併
せ
て
、
図
九
十
五
に
、
当
図
と
深
く
関
連
す
る
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
を
掲
げ
よ
う
（
榜
題
「
隣
婦
」「
漆
室
女
」）。
図
九
十
四
に
は
錯
簡
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
右
半
を
失
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
（
注
33
）参
照
）。
ま
た
、
図
九
十
四
と
図
九
十
五
と
の
密
接
な
関
わ
り
は
、
早
く
清
、
元
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
先
に
触
れ
た
。
さ
て
、
両
図
は
共
に
、
木
の
幹
に
倚
る
魯
漆
室
女
と
隣
婦
と
が
、
話
し
合
っ
て
い
る
場
面
を
描
い
た
も
の
と
思
し
い
。
中
で
、
元
が
、「
若
…
…
漆
室
女
所
倚
之
木
柱
、
皆
与
顧
図
中
相
似
」（
福
跋
）
と
指
摘
し
た
、
両
図
の
魯
漆
室
女
の
背
後
の
木
は
、
そ
の
上
部
が
奇
妙
な
こ
と
や
、
図
九
十
四
の
上
端
左
及
び
、
魯
漆
室
女
の
腰
の
左
辺
に
鳥
の
頭
の
見
え
る
こ
と
な
ど
、
な
お
今
後
の
一
考
を
要
す
る
（
列
女
伝
本
文
に
は
、「
倚
柱
」
と
あ
り
、
そ
の
柱
は
、
木
の
幹
の
意
で
あ
ろ
う
）。
さ
て
、
本
図
は
、
図
九
十
四
、
図
九
十
五
と
全
く
同
じ
構
図
を
も
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
顧
愷
之
に
よ
る
魯
漆
室
女
図
は
、
間
違
い
な
く
漢
代
列
女
伝
図
の
構
図
を
継
承
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
断
じ
て
良
い
。
38
｜
41
列
旧
ｂ
）
女
ａ
｜
旧
ｅ
）
ｄ
図
（
口
旧
39
）
絵
38
｜
旧
42
）
41
）
榜
題
図
九
十
六
｜
図
九
十
九
に
、
列
女
ａ
｜
ｄ
図
を
掲
げ
る
。
図
九
十
三
魯
漆
室
女
図
（
口
絵
37
）
の
右
に
続
く
、
四
人
の
女
性
の
立
像
図
だ
が
、
相
当
傷
ん
で
い
て
現
在
、
内
容
が
不
明
の
四
図
で
あ
る
（
図
九
十
六
の
顔
の
左
下
に
、「
夫
人
」
の
二
文
字
が
認
め
ら
れ
る
）。
仮
に
列
女
ａ
｜
ｄ
と
呼
ん
で
お
く
が
、
こ
の
四
図
の
内
容
考
証
は
、
今
図九十五 魯漆室女図（伝顧愷之筆摸刊）
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図九十八 列女ｃ図図九十九 列女ｄ図
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後
の
検
討
に
俟
ち
た
い
。
42
梁
寡
高
行
図
（
口
旧
43
）
絵
42
）
榜
題
「
自
田
鼻
□刑
□身）
、
一
往
不
改
、
□高
）
行
処
梁
」
図
百
に
、
当
墓
の
梁
寡
高
行
図
を
掲
げ
る
。
本
図
は
、
南
壁
一
層
最
後
の
列
女
伝
図
で
あ
り
、
ま
た
、
前
述
の
如
く
本
来
な
ら
ば
、
北
壁
四
層
始
め
の
29
楚
昭
貞
姜
図
（
列
女
伝
巻
四
・
10
）
の
次
に
位
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
図
の
基
と
な
っ
た
、
列
女
伝
巻
四
・
14
の
粗
筋
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
梁
寡
高
行
梗
概
高
行
と
い
う
の
は
、
梁
の
寡
婦
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
高
行
は
生
ま
れ
付
き
、
美
人
の
誉
れ
が
高
く
、
俊
敏
な
性
質
を
も
っ
て
い
た
。
不
幸
な
こ
と
に
、
高
行
は
、
年
若
く
し
て
未
亡
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
決
し
て
再
婚
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
梁
の
貴
人
達
は
、
競
っ
て
高
行
を
娶
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
に
誰
一
人
、
成
功
し
た
者
が
な
い
。
或
る
時
、
梁
王
が
そ
れ
を
聞
き
、
高
行
の
許
へ
宰
相
を
遣
し
て
、
後
宮
に
召
そ
う
と
す
る
。
高
行
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
私
の
夫
は
早
死
に
し
、
寿
命
の
短
い
犬
や
馬
よ
り
先
に
、
溝
へ
埋
め
ら
れ
た
。
私
は
、
身
を
夫
の
柩ひつぎに
捧
げ
、
そ
の
遺
児
を
養
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
の
身
を
自
由
に
す
る
こ
と
は
、
出
来
な
い
相
談
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
私
は
、
数
多
く
の
貴
人
の
求
婚
を
、
図百 梁寡高行図
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こ
れ
ま
で
全
て
斥
け
た
。
し
か
し
、
今
ま
た
、
王
が
求
婚
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
婦
人
の
義
は
、
一
度
嫁
い
だ
な
ら
ば
、
二
度
嫁
ぐ
こ
と
は
な
く
、
貞
信
の
節
操
を
全
う
す
る
、
と
。
亡
き
夫
を
忘
れ
て
王
に
嫁
ぐ
こ
と
は
、
信
に
背
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
身
分
の
高
さ
に
惹
か
れ
て
夫
を
忘
れ
る
こ
と
は
、
貞
に
外
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
義
を
捨
て
て
利
に
就
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
人
と
は
呼
べ
ま
い
」
と
。
か
く
て
、
高
行
は
鏡
を
引
き
寄
せ
て
刀
を
取
り
、お
己のれ
の
鼻
を
切
り
落
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
こ
れ
で
私
は
刑
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
私
が
死
な
な
い
の
は
、
子
供
を
孤
児
に
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
王
が
私
を
求
め
ら
れ
る
の
は
、
偏
に
私
の
美
貌
の
故
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
私
が
今
や
前
科
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
上
は
、
王
か
ら
も
見
逃
し
て
貰
え
よ
う
」
と
。
そ
こ
で
、
宰
相
は
こ
の
顚
末
を
王
に
報
告
す
る
。
王
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
未
亡
人
の
義
を
大
な
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
行
を
高
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
家
の
よう
役えき
、
賦
税
を
免
じ
、
未
亡
人
に
高
行
と
い
う
尊
号
を
賜
っ
た
の
で
あ
る
。
本
図
中
央
の
や
や
上
方
に
、
三
行
に
亙
る
榜
題
（
題
記
）
が
あ
り
、
図
百
一
に
、
そ
の
部
分
を
掲
げ
よ
う
。
図
百
一
は
、
右
か
ら
、
□高
）
行
処
梁
一
往
不
改
鼻
□刑
□身
）
と
解
読
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
三
行
は
、
列
女
伝
巻
四
・
14
梁
寡
高
行
の
本
文
及
び
、
頌
の
、
妾
聞
、
婦
人
之
義
、
一
往
而
不
改
、
以
全
貞
信
之
節
…
…
頌
曰
、
高
行
処
梁
、
貞
専
精
純
。
不
貪
行
貴
、
務
在
一
信
。
不
受
梁
聘
、
鼻
刑
身
。
君
子
高
之
、
顕
示
後
人
の
傍
線
部
三
句
を
引
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
左
か
ら
、
鼻
〔
刑
身
〕、
一
往
不
改
、〔
高
〕
行
処
梁
と
読
む
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
（
ぎ
は
、
鼻
切
る
、
ま
た
、
割さ
く
意
。
刑
は
、
罪
す
る
こ
と
）。
頌
の
第
六
句
「
鼻
刑
身
」
が
、
冒
頭
に
回
さ
れ
て
い
る
が
、
梁
寡
高
行
の
行
為
を
強
調
す
る
と
共
に
、
こ
の
三
句
で
当
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
わ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
図百一 榜題部分
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こ
の
榜
題
は
、
漢
代
の
列
女
伝
本
文
の
姿
を
今
日
に
伝
え
る
、
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
、
列
女
伝
本
文
、
ま
た
、
頌
の
一
部
を
図
像
の
中
に
記
す
点
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
図
も
相
当
、
剥
落
と
薄
れ
が
目
立
ち
、
図
柄
が
見
分
け
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
後
掲
図
百
二
｜
図
百
四
を
参
考
と
す
る
に
、
右
に
、
梁
寡
高
行
、
左
に
、
梁
王
の
使
者
（
列
女
伝
「
相
」）
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
梁
寡
高
行
は
或
い
は
、
衣
の
様
子
か
ら
左
を
向
い
て
腰
掛
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
（
図
百
四
参
照
）、
ま
た
、
右
手
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
右
手
に
は
鏡
を
持
ち
、
左
手
に
短
刀
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
列
女
伝
「
援
鏡
持
刀刃
）
」。
図
百
二
、
図
百
三
参
照
）。
使
者
は
、
右
を
向
い
て
立
っ
て
い
る
。
さ
て
、
本
図
に
は
、
伝
顧
愷
之
の
摸
刊
図
を
含
め
、
三
図
像
の
伝
存
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
以
下
に
そ
れ
ら
を
示
し
て
ゆ
こ
う
。
図
百
二
に
掲
げ
る
の
は
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
、
武
梁
祠
三
石
一
層
に
描
か
れ
た
梁
寡
高
行
図
で
あ
る
（
榜
題
「
梁
高
行
」
「
奉
金
者
」「
使
者
」）。
図
百
二
は
、
ま
ず
右
端
に
、
右
手
に
扇
（
便
面
）
を
持
っ
て
左
向
き
に
立
つ
侍
女
、
そ
の
左
に
、
左
を
向
い
て
台
上
に
跪
く
梁
寡
高
行
を
描
く
。
梁
寡
高
行
は
、
右
手
に
飾
り
の
垂
れ
る
鏡
を
顔
の
前
へ
掲
げ
、
左
手
に
短
刀
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
左
に
、
右
向
き
に
跪
き
黄
金
を
差
し
出
す
侍
者
（
榜
題
に
「
奉
金
者
」
と
あ
る
）、
さ
ら
に
、
を
掲
げ
て
右
向
き
に
立
つ
、
梁
王
の
使
者
を
描
く
。
ま
た
、
左
端
の
、
御
者
の
乗
る
二
図百二 梁寡高行図
図百三 梁寡高行図
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頭
立
て
の
馬
車
は
、
梁
王
の
使
者
が
乗
っ
て
来
た
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
右
上
方
に
は
、
幔
幕
が
描
か
れ
て
い
る
。
図
百
二
の
、
梁
寡
高
行
と
使
者
と
が
向
き
合
う
構
図
は
、
本
図
と
全
く
等
し
い
。
次
い
で
、
図
百
三
に
示
す
の
は
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
、
左
石
室
八
石
三
層
の
梁
寡
高
行
図
で
あ
る
。
図
百
三
は
、
本
図
及
び
、
図
百
二
の
梁
寡
高
行
と
使
者
と
の
左
右
を
反
転
さ
せ
た
形
と
な
っ
て
お
り
、
右
か
ら
、
使
者
、
侍
女
（
共
に
左
向
き
に
跪
く
）、
梁
寡
高
行
（
右
向
き
に
跪
く
）
の
三
人
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
梁
寡
高
行
は
や
は
り
、
左
手
に
飾
り
の
垂
れ
た
鏡
を
顔
前
へ
掲
げ
、
右
手
に
短
刀
を
持
っ
て
い
る
。
本
図
ま
た
、
図
百
一
、
図
百
二
の
構
図
の
酷
似
す
る
こ
と
は
、
漢
代
列
女
伝
図
の
共
通
の
粉
本
の
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
最
後
に
、
図
百
四
と
し
て
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
を
掲
げ
る
（
榜
題
「
梁
使
者
」「
梁
寡
高
行
」）。
図
百
四
は
、
図
百
三
と
同
じ
く
左
右
が
反
転
し
、
右
に
巻
物
を
捧
げ
て
左
向
き
に
立
つ
梁
王
の
使
者
、
左
に
腰
掛
け
て
左
手
の
指
で
己
れ
の
鼻
を
撮つま
み
、
右
手
で
短
刀
を
握
り
上
げ
る
、
梁
寡
高
行
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
鏡
は
机
の
上
の
台
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
当
図
を
本
図
及
び
、
図
百
二
、
図
百
三
と
比
較
す
る
と
、
細
部
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
に
お
け
る
、
二
人
の
登
場
人
物
の
構
図
は
、
や
は
り
漢
代
列
女
伝
図
に
溯
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
そ
し
て
、
本
図
は
そ
の
榜
題
を
含
め
、
図
百
二
、
図
百
三
共
々
、
伝
顧
愷
之
筆
摸
刊
図
の
来
源
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
資
料
と
す
べ
き
こ
と
、
多
言
を
要
し
ま
い
。
以
上
が
、
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
中
室
西
、
北
壁
三
、
四
層
及
び
、
南
壁
一
層
に
描
か
れ
た
列
女
伝
図
、
全
四
十
二
図
（
口
絵
１
｜
42
）
各
図
の
概
要
で
あ
る
。
該
墓
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
丁
度
四
十
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
は
勿
論
の
こ
と
、
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
、
該
墓
に
見
ら
れ
る
如
く
規
模
の
大
き
な
列
女
伝
図
の
伝
存
例
は
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
顧
み
て
、
該
墓
の
列
女
伝
図
の
出
現
は
、
列
女
伝
及
び
、
列
女
伝
図
の
研
究
史
上
、
二
十
世
紀
に
お
け
る
最
大
の
図百四 梁寡高行図（伝顧愷之筆摸刊）
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発
見
と
す
べ
き
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
重
要
且
つ
、
貴
重
な
こ
と
は
、
並
ぶ
も
の
が
な
い
。
小
稿
は
、
該
墓
の
列
女
伝
図
の
概
要
を
述
べ
て
、
武
梁
祠
の
列
女
伝
図
そ
の
他
の
図
像
と
の
簡
単
な
比
較
を
試
み
た
、
基
礎
的
論
に
過
ぎ
ず
、
該
墓
の
列
女
伝
図
、
ま
た
、
そ
の
各
図
像
の
文
学
史
的
、
美
術
史
的
な
意
義
、
価
値
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
は
、
な
お
今
後
の
検
討
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。小
稿
を
結
ぶ
に
当
た
り
、
当
墓
の
列
女
伝
図
を
中
心
と
し
て
、
伝
顧
愷
之
筆
の
摸
刊
図
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
比
較
、
対
照
に
用
い
て
き
た
、
六
朝
時
代
以
前
の
現
存
列
女
伝
図
一
覧
を
掲
げ
て
お
く
。
表
の
上
段
は
、
今
本
列
女
伝
の
巻
、
話
数
及
び
、
標
題
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
下
段
を
六
段
に
分
け
て
、
段
中
の
○
印
で
、
そ
の
遺
品
に
上
段
当
該
図
像
の
現
存
す
る
現
存
列
女
伝
図
一
覧
列
女
伝
和
武
仁
摸
司
他
備
考
巻
一
１
有
二
妃
○
△
孝
子
伝
図
２
棄
母
姜
①
○
３
契
母
簡
狄
②
○
○
４
啓
母
塗
山
③
○
５
湯
妃
有
新
女
④
○
６
周
室
三
母
⑤
○
○
７
衛
姑
定
姜
⑥
○
８
斉
女
傅
母
⑦
○
９
魯
季
敬
姜
⑧
○
10
楚
子
発
母
⑨
○
○
11
孟
母
○
12
魯
之
母
師
○
○
13
魏
芒
慈
母
○
14
斉
田
稷
母
○
○
15
魯
師
春
姜
○
今
本
本
文
、
図
像
欠
二
１
周
宣
姜
后
○
２
斉
桓
衛
姫
○
○
南
漢
墓
３
晋
文
斉
姜
○
４
秦
穆
公
姫
○
５
楚
荘
姫
○
○
三
２
楚
武
鄧
曼
①
○
３
許
穆
夫
人
②
○
４
曹
氏
妻
③
○
△
残
片
ａ
５
孫
叔
母
④
○
○
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こ
と
を
表
わ
し
た
。
そ
の
下
段
六
段
に
用
い
た
略
号
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
和
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
武
武
梁
祠
仁
列
女
仁
智
図
巻
摸
伝
顧
愷
之
筆
摸
刊
本
司
北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
他
そ
の
他
当
墓
の
列
女
伝
図
に
関
し
て
は
、
○
印
の
中
に
通
し
番
号
（
口
絵
番
号
）
を
入
れ
て
お
い
た
。
武
梁
祠
の
段
に
お
け
る
◎
印
は
、
武
梁
祠
以
外
に
も
同
じ
図
像
が
存
す
る
こ
と
を
示
す
。
△
は
、
存
疑
ま
た
、
断
片
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
最
下
段
は
、
備
考
欄
で
あ
る
。
段
中
の
は
、
注
記
を
示
し
、
備
考
欄
に
そ
の
内
容
を
記
し
た
。
伝
顧
愷
之
筆
摸
刊
本
（
摸
）
に
は
、
表
に
掲
げ
た
以
外
の
列
女
伝
全
話
の
図
像
を
存
し
て
い
る
が
（
巻
一
・
15
魯
師
春
姜
の
み
欠
）、
そ
れ
ら
は
省
略
に
従
う
。
６
晋
伯
宗
妻
⑤
○
７
衛
霊
夫
人
⑥
○
○
８
斉
霊
仲
子
⑦
○
９
魯
孫
母
○
10
晋
羊
叔
姫
⑨
○
11
晋
范
氏
母
○
13
魯
漆
室
女
⑧
○
四
２
宋
恭
伯
姫
○
４
蔡
人
之
妻
○
△
残
片
ｂ
５
黎
荘
夫
人
○
△
残
片
ｃ
10
楚
昭
貞
姜
④
○
12
衛
宗
二
順
○
△
残
片
ｄ
14
梁
寡
高
行
◎
○
武
梁
祠
１
、
左
八
３
五
１
魯
孝
義
保
○
２
楚
成
鄭
○
○
４
楚
昭
越
姫
○
５
蓋
将
之
妻
○
６
魯
義
姑
姉
◎
○
○
武
梁
祠
３
、
前
七
１
７
代
趙
夫
人
○
８
斉
義
継
母
⑥
○
９
魯
秋
潔
婦
◎
○
○
武
梁
祠
２
、
前
九
２
四
川
新
津
石
棺
10
周
主
忠
妾
○
12
梁
節
姑
姉
⑤
○
15
京
師
節
女
⑦
○
六
10
斉
鍾
離
春
◎
○
武
梁
祠
８
、
前
八
２
八
14
班
○
続
列
女
伝
八
・
14
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現
存
列
女
伝
図
一
覧
を
見
る
と
、
項
目
数
は
全
五
十
項
目
を
数
え
る
こ
と
か
ら
、
列
女
伝
全
百
五
条
中
の
ほ
ぼ
半
数
近
く
、
五
十
図
に
及
ぶ
列
女
伝
図
の
現
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
（
伝
顧
愷
之
筆
摸
刊
図
を
除
く
。
ま
た
、
続
列
女
伝
の
一
巻
八
・
14
班
を
含
む
）。
そ
し
て
、
そ
の
内
、
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
に
し
か
図
像
の
存
し
な
い
も
の
が
十
八
図
を
数
え
、
そ
の
約
四
割
弱
（
36
％
）
を
占
め
る
こ
と
は
、
当
墓
の
列
女
伝
図
の
貴
重
さ
を
物
語
る
数
値
と
言
え
る
（
摸
刊
図
存
。
ま
た
、
当
墓
の
不
明
六
図
は
数
え
な
い
）。
ま
た
、
一
覧
の
五
十
図
に
お
い
て
、
当
墓
の
列
女
伝
図
に
存
し
な
い
図
像
は
、
十
三
図
を
数
え
る
（
巻
一
・
１
を
除
く
）。
そ
し
て
、
そ
の
内
、
武
梁
祠
の
み
に
存
す
る
も
の
が
三
図
（
巻
五
・
８
、
15
、
巻
六
・
10
）、
ま
た
、
列
女
仁
智
図
巻
の
み
に
存
す
る
も
の
が
三
図
（
巻
三
・
２
、
６
、
８
）、
北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
の
み
に
存
す
る
も
の
が
六
図
（
巻
二
・
５
、
巻
四
・
４
、
５
、
12
、
巻
五
・
２
、
巻
八
・
14
）、
さ
ら
に
そ
の
両
者
（
仁
、
司
）
に
存
す
る
も
の
が
一
図
（
巻
三
・
７
）
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
目
下
、
伝
顧
愷
之
筆
摸
刊
本
に
し
か
類
例
の
な
い
、
貴
重
な
列
女
伝
図
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
当
墓
の
列
女
伝
図
の
出
現
に
よ
っ
て
、
多
数
の
漢
代
列
女
伝
図
の
伝
存
が
判
明
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
本
格
的
な
列
女
伝
図
研
究
の
進
展
を
、
促
が
さ
ず
に
は
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
取
り
分
け
小
稿
に
お
い
て
、
そ
の
都
度
指
摘
を
繰
り
返
し
て
き
た
、
顧
愷
之
の
列
女
伝
図
と
漢
代
列
女
伝
図
と
の
間
に
窺
わ
れ
る
深
い
関
連
な
ど
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
問
題
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
付
記
当
墓
の
列
女
伝
図
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、『
和
林
格
爾
漢
墓
壁
画
孝
子
伝
図
輯
録
』（
二
〇
〇
九
年
３
月
。
再
版
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
11
月
）
が
公
刊
さ
れ
た
。
な
お
、
関
連
す
る
近
稿
「
顧
愷
之
前
後
｜
列
女
伝
図
の
系
譜
｜
」
を
用
意
し
て
い
る
。
小
稿
は
、
平
成
22
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
注
漢
代
列
女
伝
図
の
面
影
を
よ
く
留
め
て
い
る
の
が
、
四
部
叢
刊
所
収
の
明
刊
本
の
梁
節
姑
姉
図
で
あ
る
（
参
考
図
二
参
照
）。
参
考
図
二
の
梁
節
姑
姉
と
友
人
の
構
図
は
、
本
図
及
び
、
図
七
十
八
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。参考図二 梁節姑姉図
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図
七
十
九
の
子
供
は
、
友
人
の
右
へ
と
移
っ
て
い
る
。
長
廣
敏
雄
氏
編
『
漢
代
画
象
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
40
年
）
巫
鴻
（W
u H
u
n
g
）
氏
、“T
h
e W
u L
ia
n
g S
h
rin
e:
T
h
e Id
eo
l-
o
g
y
 
o
f E
a
rly
 
C
h
in
ese P
icto
ria
l A
rt”
(S
ta
n
fo
rd
 
U
n
iv
ersity
 
P
ress,
S
ta
n
fo
rd
,
C
a
lifo
rn
ia
,
1989.
中
国
語
版
『
武
梁
祠
｜
中
国
古
代
画
像
芸
術
的
思
想
性
』
柳
揚
、
岑
河
氏
訳
、
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
付
録
Ａ
258
頁
（
中
国
語
版
、
附
録
一
276
｜
27
頁
）
林
巳
奈
夫
氏
編
『
漢
代
の
文
物
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
昭
和
51
年
）
482
頁
、
図
版
215
頁
10
｜
96
参
照
。
魯
義
姑
姉
図
は
、
孝
子
伝
図
を
継
承
す
る
二
十
四
孝
図
の
内
に
も
存
す
る
（
孝
行
録
系
19
「
魯
姑
抱
長
」
に
よ
る
魯
義
姑
図
）。
二
十
四
孝
の
魯
義
姑
図
は
、
一
般
に
本
図
や
図
八
十
九
の
構
図
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
注
意
さ
れ
、
斉
将
軍
が
騎
兵
姿
に
描
か
れ
て
い
る
が
（
参
考
図
三
上
、
魯
義
姑
図
参
照
。
山
西
省
考
古
研
究
所
『
平
陽
金
墓
』
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
図
版
254
に
拠
る
）、
中
で
、
陽
司
村
宋
代
壁
画
墓
の
そ
れ
な
ど
（
参
考
図
三
下
参
照
。
榜
題
「
魯
義
姑
行
孝
」。
鄭
州
市
博
物
館
「
陽
司
村
宋
代
壁
画
墓
発
掘
簡
報
」
『
中
原
文
物
』
82
・
４
、
一
九
八
二
年
12
月
所
収
の
摸
図
に
拠
る
）、
図
九
十
と
同
様
に
、
斉
将
軍
を
単
な
る
立
ち
姿
に
描
く
系
統
の
図
柄
の
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
非
常
に
興
味
深
い
（
な
お
後
掲
の
図
九
十
一
参
照
）。
即
ち
、
漢
代
に
お
け
る
本
図
や
図
八
十
九
と
図
九
十
と
の
二
系
統
の
魯
義
姑
図
の
構
図
は
、
殆
ど
そ
の
ま
ま
宋
、
遼
・
金
時
代
の
二
十
四
孝
図
の
そ
れ
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
二
十
四
孝
図
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
孝
子
伝
の
研
究
』
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
５
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
13
年
三
参
照
）。
『
京
都
語
文
』
15
所
収
の
口
絵
37
、
38
は
当
初
、
二
図
の
列
女
伝
図
と
判
断
し
た
も
の
だ
が
今
般
、
後
掲
図
九
十
五
と
比
較
対
照
す
る
に
、
口
絵
37
、
38
を
併
せ
て
、
一
図
の
魯
漆
室
女
図
と
見
做
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
よ
っ
て
、
口
絵
37
、
38
（
列
女
ａ
）
を
一
図
に
し
て
口
絵
37
と
し
、
改
め
て
小
稿
冒
頭
に
カ
ラ
ー
図
版
一
葉
を
掲
げ
直
す
こ
と
と
す
る
。
従
っ
て
、
当
初
の
以
下
の
口
絵
39
｜
43
が
一
つ
分
繰
り
上
が
っ
て
口
絵
38
｜
42
と
な
り
、
列
女
ｂ
｜
ｅ
も
同
様
に
列
女
ａ
｜
ｄ
と
な
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。
図
百
三
は
、
劉
興
珍
、
岳
鳳
霞
氏
編
、
邱
茂
氏
訳
『
中
国
漢
代
の
画
象
石
｜
山
東
の
武
氏
祠
』（
外
文
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
図
183
に
拠
る
。
（稷山馬村四号墓）
（ 陽司村宋代壁画墓）
参考図三 魯義姑図（二十四孝）
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